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東
京
都
市
大
学
の
活
動
報
告

日
台
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」へ
の
挑
戦

日
本
と
台
湾
は
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
（Society	

5.0

）
の
実
現
に
向
け
て
、
技
術
、
政
策
、
人
材
育

成
な
ど
多
様
な
分
野
に
お
い
て
連
携
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
と
い
っ
た
先
端
技
術
の
修
得
に
加

え
、
体
験
型
学
習
を
通
じ
て
、
「
人
に
優
し
く
、
環

境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
未
来
」
の
実
現
に
必
要

な
課
題
発
見
力
・
解
決
力
、
論
理
的
思
考
力
、
さ
ら

に
国
際
的
な
協
働
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
教
育
・
研
究
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
構
築

２
０
２
５
年
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
７
日
間
、

台
湾
・
台
北
市
に
あ
る
大
同
大
学
よ
り
学
生
８
名
お

よ
び
教
員
３
名
を
本
学
に
招
へ
い
し
ま
し
た
。
大
同

大
学
（
Ｔ
Ｔ
Ｕ
）
と
東
京
都
市
大
学
（
Ｔ
Ｃ
Ｕ
）
は
、

長
年
の
交
流
に
よ
り
強
固
な
信
頼
関
係
を
築
い
て
お

り
、
２
０
１
９
年
に
は
包
括
的
な
Ｍ
ｏ
Ｕ
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
計
６
回
の
「
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
大
同
大
学
に
お
い
て
は
毎
年
「
Ｔ
Ｔ
Ｕ

×
Ｔ
Ｃ
Ｕ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

継
続
的
に
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
実
績
を
基
盤
と
し
て
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
に
向
け
た
基
盤
技
術

の
修
得
と
課
題
発
見
」
を
共
通
テ
ー
マ
と
す
る
日
台

連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
再
構
築
さ
れ
、
２
０
２
５

年
度
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
に
は
日
本
か
ら

台
湾
へ
、
12
月
に
は
台
湾
か
ら
日
本
へ
学
生
が
渡
航

し
、
相
互
訪
問
を
通
じ
て
基
盤
技
術
の
修
得
と
国
際

交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
８
月
に
は

本
学
か
ら
学
生
10
名
と
教
員
２
名
が
訪
台
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
セ
ン
シ
ン
グ
技

術
な
ど
を
、
台
湾
で
は
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ユ
ー
ザ
イ

ン
タ
フ
ェ
ー
ス
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
を

学
修
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
企

業
訪
問
を
通
じ
て
、
両
国
に
お
け
る
先
端
技
術
の
社

会
実
装
を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

〈
講
義
と
協
働
演
習
〉
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
か
ら
開
始

さ
れ
、
そ
の
後
、
車
両
や
ド
ロ
ー
ン
の
経
路
問
題
な

ど
社
会
的
に
重
要
な
最
適
化
課
題
を
対
象
と
し
た
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
講
義
・
演
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
別
の
講
義
で
は
、
深
層
学
習
（
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野

に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
役
割
を
学
び
、
安
全
・
安
心
な
社

会
の
構
築
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

生
体
信
号
の
計
測
と
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｂ
を
用
い
た
デ
ー

タ
解
析
演
習
や
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
に

お
い
て
は
、
両
大
学
の
学
生
が
協
働
し
、
正
解
の
な
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い
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
最
適
解
の
導
出
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

海
外
学
生
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
本
学
学
生

に
と
っ
て
も
極
め
て
有
意
義
な
経
験
と
な
り
、
大
同

大
学
で
実
施
さ
れ
る
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
海
外
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
意
欲
を
高
め
る
契
機
と

な
り
ま
し
た
。

〈
企
業
訪
問
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
ま
た
、
大
同

大
学
の
主
要
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
日
本
企
業
と
も

長
年
の
信
頼
関
係
を
有
す
る
台
湾
の
総
合
電
機
メ
ー

カ
ー
「
大
同
公
司
」
の
日
本
本
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

同
社
の
最
新
技
術
や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
企
業
が
描
く
ス
マ
ー
ト
社
会
の
姿
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日
本
と
台
湾
の
文

化
的
背
景
の
違
い
を
踏
ま
え
た
比
較
検
討
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
両
大
学
の
学
生
に
よ
る
討
議
を
通

じ
て
、
日
台
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
社
会
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
多
角
的
に
考
察
す
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

〈
研
究
室
交
流
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
〉
滞
在
期
間

中
に
は
、
本
学
科
の
研
究
室
を
訪
問
し
、
多
様
な
研

究
事
例
の
見
学
や
体
験
を
通
じ
て
、
学
生
同
士
の
研

究
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。

休
日
に
は
本
学
学
生
が
ホ
ス
ト
と
な
り
、
訪
日
外

国
人
観
光
客
で
賑
わ
う
東
京
を
案
内
し
ま
し
た
。
自

然
や
伝
統
、
人
間
と
技
術
の
調
和
、
お
も
て
な
し
文

化
な
ど
を
実
地
に
体
験
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る

ス
マ
ー
ト
社
会
の
社
会
実
装
の
現
場
か
ら
課
題
を
発

見
し
、
解
決
策
を
検
討
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も

行
い
ま
し
た
。

〈
成
果
発
表
会
〉
最
終
日
の
成
果
発
表
会
で
は
、
日

本
滞
在
中
に
得
た
知
見
を
も
と
に
、
台
湾
と
日
本
の

文
化
的
差
異
を
踏
ま
え
た
ス
マ
ー
ト
社
会
実
現
の
た

め
の
提
案
を
行
い
、
討
議
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
日
台
の
学
生
は

密
接
な
交
流
の
中
で
多
様
な
価
値
観
を
吸
収
し
、
国

際
的
視
野
と
協
働
力
、
さ
ら
に
は
革
新
的
な
発
想
力

を
培
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
人
に
優

し
く
、
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
社
会
」
の
実

現
に
貢
献
す
る
次
世
代
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
後
日
談
と
今
後
の
展
望

そ
の
後
、
今
年
２
月
に
は
大
同
大
学
に
て
「
Ｔ
Ｔ

Ｕ
×
Ｔ
Ｃ
Ｕ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
義
を
担

当
し
た
本
学
教
員
２
名
が
訪

台
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
招
へ
い
し
た
学
生
も
多

数
再
会
し
、
最
新
の
研
究
成

果
に
つ
い
て
発
表
と
討
議
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
交
流

会
議
で
は
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も

協
議
が
進
め
ら
れ
、
実
現
に

向
け
た
具
体
的
な
検
討
が
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
２
６
年
度

の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
も
現
在
調
整
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
８
月
に
は
日
本
か

ら
10
名
の
学
生
が
訪
台
し
、

12
月
に
は
台
湾
か
ら
８
名
の

学
生
が
来
日
す
る
予
定
で
す
。

加
え
て
、
大
同
大
学
で
８
月

か
ら
９
月
に
実
施
さ
れ
る
海

外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も

本
学
学
生
が
参
加
す
る
な
ど
、

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
通
じ
て
両
大
学

の
協
力
関
係
は
一
層
強
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
台

湾
産
業
界
と
の
共
同
研
究
の

推
進
や
、
学
生
・
研
究
者
間

の
交
流
拡
大
な
ど
、
教
育
・

研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

「大同公司」日本本社を訪問 キャンパスツアー時に記念撮影

研究室訪問する招へい者ら。大同大学生と研究交流 ロボットプログラミングの体験学修




